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令 和 ５ 年 ９ 月 15 日 

環境部清掃リサイクル課 
 

 

令和４年度練馬区第４次一般廃棄物処理基本計画の進捗状況について 

 

 

練馬区第４次一般廃棄物処理基本計画（計画期間：平成29年度から令和８年度）の

令和４年度の進捗状況は、以下のとおりである。 
 

１ 区民１人１日あたりのごみ収集量とリサイクル率の評価 
 

 

 

２ 各取組の進捗状況 

別紙のとおり 

 

リサイクル率 24.5％ 25.0％ 0.5％ 25.2％以上
0.2ポイント
（上げる）

13ｇ（減らす）

指標名 令和３年度 令和４年度
前年度
との差

令和８年度
目標

目標までの差

区民１人１日あたりのごみ収集量 476ｇ 456ｇ △20ｇ 443ｇ以下
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【参考】令和４年度のごみ量・資源量・処理経費について 

 

１ 練馬区のごみ収集量                     （単位：ｔ） 

    年度 

種別 
令和３年度 令和４年度 増減量 対前年度比 

可燃ごみ 118,379 114,819 △3,561 97.0％ 

不燃ごみ 4,676 2,723 △1,952 58.2％ 

粗大ごみ 5,583 5,483 △100 98.2％ 

ごみ収集量計 128,638 123,025 △5,613 95.6％ 

 

２ 23区のごみ量                        （単位：ｔ） 

    年度 

種別 
令和３年度 令和４年度 増減量 対前年度比 

区収集 1,767,310 1,711,764 △55,546 96.9％ 

内
訳 

可燃ごみ 1,661,496 1,611,798 △49,698 97.0％ 

不燃ごみ 31,777 27,559 △4,218 86.7％ 

粗大ごみ 74,037 72,407 △1,630 97.8％ 

持込ごみ 766,169 828,392 62,223 108.1％ 

ごみ量計 2,533,479 2,540,156 △6,677 100.3％ 

 

３ 練馬区の資源回収量                     （単位：ｔ） 

    年度 

種別 
令和３年度 令和４年度 増減量 対前年度比 

集団回収 8,968 8,501 △467 94.8％ 

行政回収 32,675 32,614 △61 99.8％ 

資源回収量計 41,643 41,115 △527 98.7％ 

 

４ 練馬区の資源・ごみの処理経費                （単位：円） 

    年度 

種別 
令和３年度 令和４年度 増減量 対前年度比 

区民１人 

あたり 

資源 3,971 3,879 △92 97.7％ 

ごみ 9,075 9,486 412 104.5％ 

１ｔ 

あたり 

資源 67,355 66,580 △775 98.8％ 

ごみ 52,180 57,019 4,840 109.3％ 

 

※端数処理のため、内訳と計が一致しない場合がある。 



●発災後、速やかに災害廃棄物処理実行計画を策定できるよう準備

●分別と排出方法について「練馬区資源・ごみの分け方と出し方」、区ホームページ、区報および
「資源・ごみ分別アプリ」に掲載

●モバイルバッテリー等のリチウムイオン電池を含む製品の分別方法について、公設掲示板にチラシ
を掲示、区公式Youtube・区ホームページへ分別動画を掲載

●資源やごみの分別ルールの徹底を図るため、新型コロナウイルス感染症対策を講じながら、青空集
会を実施
　＜青空集会　50回開催（参加人数　1,164人）＞

●適正な排出を促進するため、分別されていないごみや分別の異なるごみに警告シールを貼付

施策７　事業者の自己処理責任の徹底

取組15　区収集による事業系ごみ排出事業者に対する指導【重点】

●小中規模事業者に対する排出調査および指導
　＜直接指導　昼間　117か所＞　＜ビラ指導　昼間　342か所＞

●１回の排出量が30キログラム以上の排出事業者に対し、一般廃棄物処理業の許可事業者による
収集とするよう指導

●有料ごみ処理券を未貼付で排出している事業者に対する指導

施策８　資源・ごみの収集運搬と適正処理・処分

取組17　災害廃棄物処理計画の策定　【重点】

取組12　紙類やびんなどの資源とごみの分別の周知徹底【重点】

１　重点取組（５項目）

基本方針Ⅰ　ごみの発生抑制・再使用の促進

施策１　ごみの発生抑制

取組１　食品ロスの削減【重点】

●賞味期限と消費期限の違いを周知するために、区ホームページや区役所本庁舎アトリウムでのパネ
ル展示

●エコクッキング教室を開催

●環境月間（６月）および３Ｒ推進月間（10月）等のイベント時にフードドライブ事業を実施
　回収した未利用食品を区内のこども食堂、練馬区社会福祉協議会等に提供
＜フードドライブ事業　549件　7,461点　1,832.0㎏＞

●食品ロス削減に取り組む区内飲食店を登録し、その取組を紹介する「おいしく完食協力店」制度を
区ホームページに掲載

基本方針Ⅱ　多様な資源循環の推進

施策５　区が進める資源回収の推進

取組９　不燃ごみの資源化【重点】

●資源化率30％を目標として、不燃ごみ資源化事業を令和４年４月から開始
　<資源化量：1,195.31ｔ、資源化率：30.5％>

基本方針Ⅲ　適正処理の推進

施策６　排出ルールの徹底

別紙
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２　その他の取組（15項目）

施策３　区民が進める資源回収の促進

取組６　集団回収事業への参加促進

●集団回収実施団体を増やすため、地域への周知

●区内登録業者と契約して資源回収を行った団体に、回収量の10％分を加算し報奨金を支出
　＜区内登録業者利用団体（１月から６月）　519団体（3,645ｔ回収）
　　　　　　　　　　　　（７月から12月）　522団体（3,561ｔ回収）＞

取組４　区立施設でのごみの発生抑制

●ごみ発生抑制のため、区立施設職員からの個別相談を実施

●練馬区環境管理実行計画に基づき、区立施設での廃棄物削減の取組を実施
　＜廃棄物排出量　2,533ｔ＞

●小中学校の栄養教諭、栄養士および給食調理員を対象に、生ごみ減量に向けた講演を実施

施策２　再使用の促進

取組５　不用家具等の再使用

●区内４か所のリサイクルセンターで、再利用家具等を展示・販売
　＜展示　8,040点、販売　8,001点＞

●区立施設17か所で大型生活用品リサイクル情報掲示板を掲出
　＜譲ります　118件（成立件数55件）、譲ってください　９件（成立件数２件）＞

●リサイクルセンターにおける再生品の展示や、情報誌「ゆずりは」での情報提供

基本方針Ⅱ　多様な資源循環の推進

●プラスチックとのかかわり方について区ホームページに掲載

基本方針Ⅰ　ごみの発生抑制・再使用の促進

施策１　ごみの発生抑制

取組２　生ごみの発生抑制・資源化

●生ごみの減量について「練馬区資源・ごみの分け方と出し方」や区ホームページに掲載

●生ごみの水切りの取組について区役所本庁舎アトリウムでのパネル展示

●練馬まつりの来場者へ水切りごみ袋を配布し、生ごみの減量について啓発

●リサイクルセンターで生ごみ堆肥作り等の講座や、近隣小学校への出前講座を実施
＜509講座、参加人数　4,505人＞

●生ごみ処理機の貸出しおよび生ごみコンポスト化容器のあっせん
 ＜貸出し　13件、あっせん　３件＞

取組３　販売店や商店会等との連携
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取組16　効率的な資源・ごみの収集運搬体制の構築

●適切な作業計画をもとに資源・ごみの収集運搬

●練馬区環境まちづくり公社に、可・不燃ごみの収集の一部、容器包装プラスチックの回収の一
部および粗大ごみの収集を委託

●東京都環境衛生事業協同組合練馬区支部に、容器包装プラスチックの回収の一部を委託

●資源の中間処理委託業者の施設において処理状況を確認

取組13　不法行為の抑制

●不法投棄警告看板の配布、安全安心パトロールと連携した監視
　＜不法投棄警告看板配布　221枚、不法投棄物収集　1,893件＞

●青色回転灯を装備した清掃事務所所有車両によるパトロールを実施

施策７　事業者の自己処理責任の徹底

取組14　持込による事業系ごみ排出事業者に対する指導

●延床面積1,000㎡以上の事業用大規模建築物に対する立入調査・指導を実施し、ごみの適正処理
および３Ｒを促進

●収集運搬事業の許可事業者に対し、許可更新時の立入検査等において、排出事業者へ資源の分
別徹底を働きかけるよう指導

施策８　資源・ごみの収集運搬と適正処理・処分

施策６　排出ルールの徹底

施策４　事業者が進める資源回収の促進

取組７　事業系ごみの資源化の促進

●事業用大規模建築物の廃棄物管理責任者を対象に行う講習会を年２回オンラインで開催

●商店街オフィスリサイクル事業を継続

●容器包装リサイクル法における事業者責任の強化等について、全国都市清掃会議へ要望

●店頭回収ができる品目について「練馬区資源・ごみの分け方と出し方」に掲載
　＜乾電池の店頭回収　49店（62ｔ回収）＞

施策５　区が進める資源回収の推進

取組10　資源回収体制の充実

取組11　区立施設での再生利用の推進

●区立施設で、古紙や生ごみの資源化を継続
　＜資源回収量　本庁舎　319,228㎏、その他区立施設　646,104㎏＞
　＜生ごみ資源化　回収量　1,001ｔ（練馬の大地出荷量　374ｔ）＞

基本方針Ⅲ　適正処理の推進

取組８　事業者回収の利用促進

●資源回収事業における回収方法などの検討
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●リサイクル・マーケット主催団体に対し、区立公園の使用許可の代行申請や活動用品の貸与、
リサイクル・マーケット開催の区報掲載等の支援

●集団回収登録団体やリサイクル・マーケット実施団体を紹介

●集団回収の地域懇談会および作業用品の支給

基本方針Ⅳ　情報発信および参画・連携体制の充実

施策９　普及啓発や環境教育の推進

取組18　広報・PR活動、環境学習の充実

●照姫まつりや練馬まつりなどのイベントにおいて、清掃リサイクル事業の紹介や分別ルールの
周知など普及啓発活動を実施

●区内４か所のリサイクルセンターおよび資源循環センターにおいて、施設見学、環境・リサイ
クルに関する各種講座や出前講座を実施

●区立小学校４年生や区立保育園・幼稚園園児等が対象のふれあい環境学習
＜ふれあい環境学習　126回　7,941人＞

●町会・自治会等で構成される「練馬区環境清掃推進連絡会」と協働した美化活動月間の清掃活
動の呼びかけや研修会

●分別と排出方法について「資源・ごみ分別アプリ」に掲載
＜令和４年度末時点での累計ダウンロード数　38,265件＞

施策10　区民・事業者との協働

取組19　区民活動への支援の充実
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